


意安全上のご注

ご使用の前に，必ずこの取扱説明書とその他の付属書類をすべて熟読
し，正しくご使用ください。機器の知識，安全の情報そして注意事項の
すべてについて習熟してからご使用<だきい。

この取扱説明書では，安全注意事項のランクを「危険」「注意」 として
区分してあります。

この取扱説明書では，安全に関する内容により，下記のシンボルマー

クを使用しています。

区~冠~閏:蕊鰯臺艤琴毒籍鰯藍蕊麗’

｢瓦~廷~意]:蕊鰯曇睾蹴薑鴨難耀識≦場
合，および物的損害のみの発生が想定される場合。

△危険

なお,｢瓦~琵憲.に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結
びつく可能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので，

必ず守ってください。

･禁止，強制の絵表示とその説明を次に示します。

厄~蘂~画:禁止(してはいけないこと)を示します。

厄~歪~霊m:強制(必ずしなければならないこと)を示します。強制



1 ．使用上のご注意

2．保管

△危険

感電，けがのおそれがありますので，次のことを必ず守ってください。

･サーボパックおよびモータのアース端子（アース端子がない場合はフレーム

などの金属部分）は，電気設備技術基準に従い接地してください。

接地が不十分ですと，感電するおそれがあります。

配線・点検は電源をオフして5分後に行ってください。

感電するおそれがあります。

･ケーブルは傷つけたり，無理なストレスをかけたり，重いものを載せたり，

挟み込んだりしないでください。

ケーブルを傷つけたりすると，感電するおそれがあります。

･運転中，モータの回転部には絶対に触れないようにしてください。

回転中に触れると，けがをするおそれがあります。

A注意

･水のかかる場所や，腐食性の雰囲気，引火性のガスの雰囲気，可燃物のそば

では絶対に使用しないでください。

火災，故障発生の原因となります。

･次のような取り付け環境でご使用願います。

･屋内で腐食性または爆発性のガスのない所。

･風通しがよく，ほこり ， ごみや湿気のない所。

･周囲温度が「O～40℃」の範囲の所。

･湿度は「20～80%RH」で

･点検や清掃のしやすい所。

， 結露しない所。

また，多量の水滴，油滴のかかる用途に使用する場合は，水滴，油滴よけの

カバーを付けるなどの対策を施してください。多少の飛まつに対しては，モー

タ側で行っている処置により保護できます。

･通電中や電源オフ後， しばらくの間は，サーボパックの放熱器，回生抵抗器，

モータおよび周辺機器などに触れないでください。

高温により，やけどするおそれがあります。

①禁止

･雨や水滴のかかる場所，有害なガスや液体のある場所では保管しないで<だ

さい 。



3．運搬

4．据え付け

⑨強制

日光の直接当たらない場所や，決められた温湿度範囲内（-10℃～＋40℃，

20～80%RH)で保管してください。

･保管が長期間にわたった場合は，当社代理店または当社営業部門にお問い合

わせください。

△注意

･ケーブルやモータ軸を持って運搬しないでください。

製品が故障したり，けがをするおそれがあります 。

･製品の過積載は荷崩れの原因になりますので注意してください。

けがをするおそれがあります。

⑪強制

･モータの吊りボルトは，モータの運搬だけに使用してください。機械の運搬

には使用しないこと。

A注意

･モータの上に乗ったり，重いものを載せたりしないでください。

けがをするおそれがあります。

･吸排気口をふさいだり，異物が入らないようにしてください。

火災が発生するおそれがあります

。強い衝撃を与えないでください。

故障の原因となります。

0

･回転部に触れないようカバーなどを設けてください。

けがのおそれがあります。

モータへの追加加工は，絶対にしないでください。

･モータは水平方向・垂直方向のいずれに取り付けても構いませんが，以下の

場合は取付け方向が制限されますので，注意してください。

DCサーボモータF ， Jシリーズを出力軸下向きに取り付ける場合は，当社に

お問い合わせください。

オイルシール付きモータの場合は，出力軸上向きの取り付けはできません。

･減速機付きモータの場合は，取り付け方向が制限される機種がありますの

で，該当する技術資料を参照してください。



5．配線

6．操作・運転

7．保守・点検

A注意

･配線は接続図に従って確実に行ってください。

モータの暴走の原因となり，けがをするおそれがあります 0

A注意

･試運転はモータを固定し，機械系と切り離した状態で動作確認後，機械に取

り付けてください。

けがのおそれがあります。

･保持ブレーキは，機械の安全を確保するための停止装置ではありません。機

械側に安全を確保するための停止装置を設置してください。

けがのおそれがあります。

･アラーム発生時は原因を取り除き，安全を確保してから，アラームリセット

後，再運転してください。

けがのおそれがあります。

･停電したときは電源を切ってください。

突然の再始動により，けがのおそれがあります。

●禁止

モータに組み込むブレーキは，保持用ですので，通常の制動には使用しない

でください。

⑪強制

･即時に運転停止し，電源をオフできるように，外部に非常停止回路を設置し

てください。

●禁止

･専門の技術者以外の方は，分解修理を行わないでください。




